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実　施
・上川北部高校４町村合同ＰＲ事業及び中学校訪問　執行額1,100,170円
・アートインレジデンス推進事業　H28.10.15～30　アトリエ３モア
　出品者10名　執行額1,842,466円（以下、全て一般財源含む）
・展覧会（木の手づくり展・学生美術展・高文連等）執行額1,761,137円

ターンについて徐々にではあるが、その成果が見受けられるが、今後に
おいても、より丁寧な事業展開が必要である。

改　善

Ｃｈｅｃｋ
（評価）

Ｄｏ
（実施）

・高大連携事業（年3回）　執行額1,023,732円

契約額
事業始期
事業終期

等

事業費（基礎交付額）
予算額20,711千円　執行額20,085,340円

（予算額20,711千円　執行額19,454,570円）

事業開始 平成２８年　４月　１日

事業終了 平成２９年　３月３１日

政策５原則との関係①将来性②地域性③直接性④新規性

平成２８年度地方創生加速化交付金事業
①おといねっぷ美術工芸高等学校を軸とした人の流れの促進事業

計　画

Ｐｌａｎ
（計画）

　これまで、おといねっぷ美術工芸高等学校を軸として人口問題に取り
組み、人口減少の大きな食い止め策として入学者の確保を実施してきた。
第５次総合計画策定時の「高校生アンケート」では、４０％もの定住意
識があったことから、音威子府村人口ビジョン及びまち・ひと・しごと
創生総合戦略の基本目標３において、具体的な施策を展開することで、
Ｕターン移住や定住を促進していくものである。

・学校紹介ＤＶＤ作成　執行額12,800,000円
・国際理解教育（スウェーデンレクサンド高）
　派遣9/27～10/8:3名　受入10/23～27:2名　執行額1,557,835円

Ａｃｔｉｏｎ
（改善）

　計画していた事業については、そのほとんどを実施した。卒業生のＵ

評　価
※別紙【資料１】



指標 高等学校の仕組みの強化 中学校訪問実施校数　１１１校

指標 卒業生のＵターン・定住促進
複合型施設就業に関わるＵターン者数
５年間で５人

短期移住体験者数
年１２人（延べ３００日）

指標 高等学校を活用した交流の拡大 展覧会の開催回数
東京・旭川・札幌・地元各地域で年１回

学校紹介ＤＶＤの制作
１年間収録しＤＶＤ化

高校応援団の組織化
５年間で１組織化

指標 学校間連携の強化
レクサンド高校への生徒派遣数
年３人（５年間で１５人）

留学生の受入数
年３人（５年間で１５人）

大学との連携授業数
年３回（５年間で１５回）

指標 高等学校の仕組みの強化
中学校訪問実施校数　１４２校
上川北部高校４町村合同ＰＲ事業

指標 卒業生のＵターン・定住促進
短期移住体験者数
年２８人（延べ３２７日）

指標 高等学校を活用した交流の拡大
展覧会の開催・参加回数
４回

学校紹介ＤＶＤの制作
１年間収録しＤＶＤ化

指標 学校間連携の強化
レクサンド高校への生徒派遣数
３人

留学生の受入数
２人

大学との連携授業数
３回

指標値

指標値

指標値

指標値

指標値

平成２８年度地方創生加速化交付金事業
①おといねっぷ美術工芸高等学校を軸とした人の流れの促進事業

指標値

指標値

指標値

未執行理由：各種事業への補助金等の減が大きな要因である。

指標値

指標値

事業達成のために取り組んだ事業

①　村立おといねっぷ美術工芸高等学校振興事業
②　道内の町村立高等学校を設置する自治体と連携した学校紹

　　介、入学案内事業

③　短期移住希望者の受入事業 ④　卒業生によるアートインレジデンス推進事業

交付決定額 20,711,000円 － 執行額 19,454,570円 ＝ 1,256,430円（返納額）

本事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）

本事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）平成２８年度実績

指標値

指標値

指標値

指標値

指標値

指標値

⑤　木の手作り展事業等の展覧会開催・参加 ⑥　学校紹介ＤＶＤ制作事業

⑦　国際理解教育事業 ⑧　高大連携事業
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◆地方創生加速化交付金事業 

具体的な施策名及び事業名 当初申請額 実績額 返還額 

①高等学校の仕組みの強化 1,339,920円 1,100,170円 239,750円 

中学校訪問実施 840,400円 656,530円 183,870円 

上川北部高校４町村合同ＰＲ事業 499,520円 443,640円 55,880円 

②卒業生のＵターン・定住促進 2,298,000円 1,830,668円 467,332円 

短期移住住宅受入 748,000円 748,000円 0円 

アートインレジデンス推進事業 1,500,000円 1,082,668円 417,332円 

卒業生へのメッセージ発信事業 50,000円 0円 50,000円 

③高等学校を活用した交流の拡大 14,613,020円 14,500,000円 113,020円 

展覧会の開催 1,700,000円 1,700,000円 0円 

学校紹介ＤＶＤの制作 12,913,020円 12,800,000円 113,020円 

④学校間連携の強化 2,460,000円 2,023,732円 436,268円 

国際理解教育事業 1,000,000円 1,000,000円 0円 

高大連携事業 1,460,000円 1,023,732円 436,268円 

合計（①～④） 

（下段括弧内は補助額） 

20,710,940円 

（20,711,000円） 
19,454,570円 

1,256,370円 

（1,256,430円） 

 

■具体的な施策及び事業の取り組み内容 

★総合戦略の基本目標１ 

  ○高等学校の仕組みの強化 

   １．中学校訪問実施 

     期  間  ８月１９日～１０月１日 期間中２０日 

     訪問人数  ９名 

     訪問学校数 １４２校（札幌・旭川とその近郊、後志管内） 

     ※事業費 旅 費：456,530円 

          賃借料：200,000円（訪問タクシー借上料・10台） 

 

   ２．上川北部高校４町村合同ＰＲ事業 

     期  間  ８月１９日～２１日 

     会  場  札幌市地下歩行空間 

     ※事業費 旅 費：120,000円 

          委託料： 30,240円（イベント保安警備委託料） 

          賃借料：293,400円（北３条交差点広場（西）、映像機器等使用料） 
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★総合戦略の基本目標３ 

  ○卒業生のＵターン・定住促進 

   １．短期移住体験者数  ２８人（延べ３２７日） 

※事業費 需用費：280,000円（消耗品・修繕費・光熱水費等） 

          役務費： 10,000円（インターネット回線、建物災害保険料） 

          賃借料：458,000円（きたいっしょ推進協議会負担金） 

 

     卒業生によるアートインレジデンス推進事業 

【おといねっぷ美術工芸高等学校卒業生展】工芸・絵画・版画 １０名出品 

     期  間  １０月１５日～３０日 

     会  場  エコミュージアムおさしまセンター各展示室 

     ※事業費 補助金：1,082,668円（開催補助金） 

          内訳 旅 費 412,215円 

             需用費 140,577円（チラシ作成等） 

役務費 324,682円（通信運搬費等） 

使用料 118,129円（高速道路等） 

原材料  87,065円（作品制作原材料等） 

 

  ○高等学校を活用した交流の拡大 

   １．展覧会の開催回数 ４回 

     ※事業費 補助金：1,700,000円（学校運営交付金） 

          内訳 旅 費 891,946円（旅費・宿泊費・研修費） 

             需用費 112,225円（消耗品費等事務費） 

役務費 729,966円（通信運搬費等） 

賃借料  27,000円 

（＊補助金より超過した費用は、一般財源にて支出） 

 

   ２．学校紹介ＤＶＤの制作  「ものをつくる じぶんをつくる」本編１０分 

     ※事業費 委託料：12,800,000円（委託先：株式会社みんなのことば舎） 
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  ○学校間連携の強化 

   １．レクサンド高校への生徒派遣数 ３名 

     期  間  ９月２７日～１０月８日 

     派遣報告  １１月１６日（高校体育館：村広報紙１２月号に掲載） 

 

   ２．留学生の受入数 ２名 

     期  間  １０月２３日～２７日 

     ※１及び２の事業費 

補助金       ： 650,000円（一般財源） 

             地方創生加速化交付金：1,000,000円（交付金） 

          内訳 旅 費 1,076,150円（旅費・宿泊費） 

             委託料  303,505円（現地ガイド費用） 

予備費  178,180円（受入活動費等） 

 

   ３．大学との連携授業数 ３回 

     期  間  １０月２３日～２７日 

 ※事業費 補助金：1,023,732円 

          内訳 旅 費 492,480円 

             需用費 138,780円（消耗品費等） 

役務費  53,412円（通信運搬費等） 

賃借料 339,060円（バス借上料） 

 

■事務局の評価 

 古くから実施している中学校訪問は今年度１４２校を訪問した。教育長をはじめ教育委員や学

校長、教頭、教員と多くの教育関係者のご努力により、平成２９年度の入学者も４０名を確保す

ることができた。また、上川北部高校４町村合同ＰＲ事業も札幌市中心部で開催することができ、

北海道の中心地で広く周知することができたと判断できる。 

移住体験住宅の需要は年々高まり、本年度は２８人を数え、さらに多くの機会を通じて周知や

その充実を図る必要がある。アートインレジデンス推進事業としては、出品者１０名の平均年齢

が３０歳、今も継続して作品制作を続けている卒業生が村の魅力を再認識され、また、見学者も

出品者の友人が多く、Ｕターンや移住定住につなげるきっかけ、人の流れを作ることができた。 

 高等学校を活用した交流の拡大としては、展覧会を４度（木の手づくり展・高文連・学生美術

展・地元）開催・参加してきているが、大都市圏等での開催には至っていなく、今後具体的な事

業展開が必要と考える。学校紹介ＤＶＤは平成２８年度作成、平成２９年度具体的な活用に入り、

学校・教育委員会と連携、中学校訪問へ最大限活用できる方策を検討する。 

 学校間連携の強化としては、国際理解教育事業と高大連携事業が安定して実施され、高校の交

流拡大や魅力向上につながっていると判断する。 
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■有識者会議委員からの意見 


